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今
回
の
福
島
第
一
原
発
事
故
は
、
巨
大
地
震
に
続
く
大
津
波
と
い

う
未
曾
有
の
災
害
が
引
き
金
で
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、

想
像
を
絶
す
る
被
害
を
も
た
ら
す
大
惨
事
に
至
っ
た
こ
と
は
、
一
原

子
力
関
係
者
と
し
て
痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。

　

一
九
八
六
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
は
、
専
門
家
は
盛

ん
に
日
本
で
は
ま
ず
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
の
後
、
関

西
電
力
美
浜
発
電
所
、
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
、
北
陸
電
力

志
賀
原
子
力
発
電
所
な
ど
で
の
事
故
、
そ
し
て
、
も
ん
じ
ゅ
事
故
や

東
海
再
処
理
に
お
け
る
廃
棄
物
固
化
施
設
火
災
爆
発
事
故
、
東
海
村

臨
界
事
故
な
ど
、
多
く
の
重
要
な
事
故
を
経
験
し
て
き
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
、
今
回
の
災
害
の
よ
う
な
過
酷
事
象
を
本
気

で
想
定
し
対
策
を
講
じ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
国
際
原
子
力
機
関

（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
天
野
事
務
局
長
も
、
東
電
が
と
っ
て
き
た
対
策
は
事

故
を
防
ぐ
に
は
十
分
で
な
か
っ
た
と
し
た
。

　

物
理
的
な
対
策
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
で
も
、
仮
に
想
定
以
上
の

こ
と
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
策
を
本
気
で
考
え
、
対
応
手
順
策
定

や
訓
練
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
今
回
の
よ
う
な
場
合
、
少
な
く
と
も
現

場
の
運
転
員
の
対
応
も
違
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の

よ
う
な
日
本
で
の
事
故
に
対
し
、
海
外
で
は
当
初
情
報
不
足
か
ら
ヒ

ス
テ
リ
ッ
ク
と
も
言
え
る
よ
う
な
誇
張
報
道
が
展
開
さ
れ
た
。
海
外

の
友
人
か
ら
、
国
外
へ
の
緊
急
避
難
を
促
す
メ
ー
ル
が
手
元
に
多
数

届
い
た
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
こ
の
事
故
を
国
際
機
関
や
諸
外
国

は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
以
下
に
ま
と
め
た
。

判
断
が
異
な
っ
た
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
日
本
政
府

　

事
故
当
初
の
国
際
的
な
問
題
と
し
て
、
ま
ず
英
語
に
よ
る
情
報
発

東
京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科
教
授（
委
嘱
）

久
野
祐
輔

く
の　

ゆ
う
す
け

一
九
九
四
年
旧
動
燃
事
業
団
東
海
再
処
理
工
場
分
析

課
長
、
一
九
九
九
～
二
〇
〇
六
年
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
保
障
措

置
分
析
所
（
サ
イ
バ
ー
ス
ド
ル
フ
）
所
長
を
務
め
る
。

〇
七
年
よ
り
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
核
不
拡
散

科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
次
長
（
研
究
主
席
）。
東
京
大
学

大
学
院
教
授
を
兼
任
。
工
学
博
士
（
東
京
大
学
）。

世
界
は
フ
ク
シ
マ
を

ど
う
見
て
い
る
か

い
ま
だ
収
束
の
シ
ナ
リ
オ
が
見
え
な
い
福
島
第
一
原
発
事
故
。

新
興
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
と
地
球
温
暖
化
対
策
を
両
立
さ
せ
る

「
切
り
札
」
の
暴
走
が
、
世
界
に
与
え
た
影
響
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。
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信
が
き
わ
め
て
貧
弱
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は

三
月
一
二
日
、
状
況
を
二
四
時
間
モ
ニ
タ
ー
す
る
た
め
に
事
故
緊

急
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）
を
立
ち
上
げ
て
日
本
へ
の
支
援
を
開
始
す

る
と
と
も
に
、
一
五
日
よ
り
加
盟
国
お
よ
び
メ
デ
ィ
ア
を
対
象
に
、

毎
日
技
術
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て
き
た
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
、

「
原
子
力
事
故
の
早
期
通
報
に
関
す
る
条
約
」「
原
子
力
事
故
ま
た

は
放
射
線
緊
急
事
態
の
場
合
に
お
け
る
援
助
に
関
す
る
条
約
」
と

い
う
二
つ
の
国
際
条
約
に
基
づ
き
、
初
期
評
価
、
支
援
と
情
報
の

提
供
要
請
、
関
連
す
る
国
際
機
関
と
の
連
携
を
行
う
と
と
も
に
、

「
対
応
と
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
の
下
で
、
放
射

線
サ
ー
ベ
イ
、
環
境
サ
ン
プ
リ
ン
グ
、
医
療
支
援
、
放
射
線
源
の
回

収
な
ど
の
支
援
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
、

日
本
に
対
し
て
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報
の
提
示
を
要
求
す
る
と
と
も

に
、
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
の
チ
ー
ム
を
日
本
に
派
遣
し
た
。

　

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
支
援
に
つ
い
て
、
日
本
は
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
積
極

的
に
受
け
入
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
九
四
年
お
よ
び

二
〇
〇
三
年
の
東
海
村
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
に
お
け
る
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
滞
留
問
題
・
受
払
い
間
差
異
問
題
や
、
〇
七
年
の
中
越
沖
地

震
の
柏
崎
発
電
所
で
の
影
響
調
査
に
お
い
て
は
、Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
評
価
・

説
明
が
国
際
社
会
へ
の
理
解
促
進
に
一
役
を
担
っ
た
。
筆
者
の
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
時
代
（
サ
イ
バ
ー
ス
ド
ル
フ
研
究
所
）
の
仲
間
が
今
回
の
測
定

を
担
当
し
た
が
、
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
役
割
は
、

独
立
し
た
国
際
機
関
と
し
て
、
部
分
的
に
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

実
施
し
、
当
事
国
で
あ
る
日
本
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報
の
信
頼
性
を

確
認
す
る
こ
と
に
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

三
月
一
八
～
二
六
日
に
屋
外
退
避
を
勧
告
さ
れ
た
二
〇
～
三
〇

㎞
圏
の
外
に
位
置
す
る
飯
館
村
で
、
採
取
し
た
土
壌
表
面
測
定
か

ら
ヨ
ウ
素
一
三
一
が
二
〇
メ
ガ
ベ
ク
レ
ル
／
㎡
観
測
さ
れ
、
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
の
避
難
基
準
を
二
倍
上
回
る
値
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
日
本
政
府
は
、
土
壌
を
深
さ
五
㎝
ま
で
堀
っ
て
採
取
し
た
一
㎏
当

た
り
の
放
射
性
物
質
で
評
価
し
て
お
り
、
退
避
に
は
当
た
ら
な
い

と
し
た
。
続
い
て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
土
壌
サ
ン
プ
ル
数
を
増
や
し
た
結

果
、
一
九
～
二
九
日
ヨ
ウ
素
一
三
一
が
七
メ
ガ
ベ
ク
レ
ル
／
㎡
に

下
が
っ
た
と
発
表
、
退
避
に
か
か
る
評
価
・
対
応
は
当
事
国
の
役

目
と
し
た
。

　

国
の
測
定
に
つ
い
て
技
術
的
に
問
題
は
な
い
も
の
の
、
結
局
、
そ

の
後
の
国
の
退
避
の
方
針
の
変
更
で
、
飯
館
村
を
計
画
的
避
難
区
域

に
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
事
故
後
の
放
射
線
モ
ニ
タ
ー
結
果
の

推
移
を
み
れ
ば
、
北
西
方
向
の
値
が
有
意
に
高
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
り
、
同
心
円
的
な
避
難
区
域
の
設
定
が
す
で
に
問
題
視
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
指
摘
を
契
機
に
、
国
は
評
価

方
法
の
違
い
や
自
ら
の
妥
当
性
を
主
張
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
真
摯
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に
参
考
意
見
と
し
て
聞
き
入
れ
、
方
針
変
更
の
き
っ
か
け
と
す
べ
き

で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。

　

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
、
四
月
二
日
の
時
点
で
、
事
故
を
最
小
に
す
る
た

め
の
対
策
を
考
え
る
上
で
デ
ー
タ
・
情
報
を
直
接
収
集
す
る
た
め

に
、
さ
ら
に
二
名
の
原
発
専
門
家
を
派
遣
す
る
と
し
た
。
四
日

に
、
ウ
ィ
ー
ン
に
て
原
子
力
安
全
・
保
安
院
の
中
村
審
議
官
ら
が
約

四
〇
〇
名
の
出
席
者
に
対
し
事
故
の
現
状
を
報
告
し
た
が
、
今
回
の

教
訓
を
基
に
安
全
強
化
に
む
け
た
世
界
的
取
り
組
み
の
必
要
性
が
強

調
さ
れ
た
。
天
野
事
務
局
長
は
、
六
月
の
末
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
（
閣
僚

級
）
会
合
を
開
催
し
、
初
期
的
な
評
価
、
原
子
力
の
安
全
確
保
の
た

め
の
措
置
、
緊
急
時
・
事
故
対
応
体
制
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
多
く
の
加
盟
国
か
ら
支
持
の
表
明
が
な

さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
か
ら
も
「
透
明
性
を
確
保
し
説
明
責
任

を
果
た
し
た
い
」
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
上
記
の

ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
に
向
け
、
事
故
原
因
を
分
析
し
た
報
告
書
を
ま

と
め
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

国
際
社
会
へ
の
逐
次
の
情
報
提
供
な
ど
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
対
応
は
評
価

さ
れ
る
一
方
で
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
情
報
源
の
大
半
が
日
本
政
府
等
に
依

る
も
の
で
あ
り
、
情
報
の
真
偽
、
情
報
提
供
の
遅
さ
、
そ
し
て
詳
細

情
報
の
不
足
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
対
応
に

も
批
判
が
出
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
で
は
日
本
人
職
員

が
中
心
と
な
り
交
代
勤
務
体
制
を
敷
い
て
情
報
収
集
に
当
た
っ
て
い

る
と
も
聞
く
が
、
こ
れ
は
海
外
向
け
発
信
の
少
な
さ
に
依
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
ま
た
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
自
体
が
大
規
模
原
子
力
事
故
に
対
し
独

立
し
て
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
な
組
織
に
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と

を
、
国
際
社
会
も
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
全
体
と
し
て
、

原
子
力
の
安
全
に
関
わ
る
部
局
の
職
員
数
は
、
主
た
る
業
務
で
あ
る

保
障
措
置
局
（
核
不
拡
散
）
に
比
べ
圧
倒
的
に
少
な
い
。
今
回
は
、

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
日
本
人
職
員
な
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
的
に
努
力
さ
れ
、

英
語
発
信
の
少
な
さ
に
よ
る
問
題
を
補
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
む
し

ろ
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

四
月
二
〇
日
に
は
、
国
際
的
な
原
子
力
安
全
の
専
門
家
（
露
、
印
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
一
一
ヵ
国
か
ら
成
る
）
が
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
対
し
、

再
発
防
止
に
向
け
て
声
明
文
を
提
出
。「
確
率
の
低
い
事
象
が
重
複

し
て
起
こ
る
ケ
ー
ス
へ
の
考
慮
が
不
十
分
」
で
あ
り
、
今
回
は
「
原

発
事
故
と
し
て
は
回
避
で
き
た
可
能
性
」を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に「
拘

束
力
や
強
制
検
査
権
の
あ
る
国
際
規
制
機
関
の
創
設
」を
提
案
し
た
。

原
発
依
存
を
強
め
る
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
厳
し
い
批
判

　

原
子
力
が
総
電
力
の
三
二
％
を
占
め
る
韓
国
で
は
、
今
後
全
電
力

に
お
け
る
原
子
力
比
率
を
五
割
近
く
ま
で
高
め
る
こ
と
を
計
画
し
て

お
り
、
今
回
の
事
故
は
、
同
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
深
刻
な
影
響
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を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
重
大
事
で
あ
る
。
日
本
政
府
が
事
故
発
生
一
ヵ

月
後
に
な
り
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
と
同
等
と
な
る
国
際
評

価
尺
度
最
高
の
レ
ベ
ル
７
を
発
表
し
た
こ
と
を
う
け
、
韓
国
メ
デ
ィ

ア
は
、
公
表
の
遅
さ
、
事
故
当
初
に
お
い
て
事
態
の
深
刻
さ
を
否
認

し
て
い
た
こ
と
を
鋭
く
批
判
し
た
。
原
子
力
が
電
力
の
二
〇
％
を
占

め
て
い
る
台
湾
で
は
、
Ｇ
Ｅ
社
の
沸
騰
水
型
原
子
炉
（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）
が

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
今
回
の
福
島
事
故
の
影
響
は
深
刻

で
あ
り
、
日
本
は
周
辺
地
域
と
の
情
報
共
有
に
積
極
的
に
な
る
べ
き

と
の
報
道
が
な
さ
れ
た（「
経
済
日
報
」）。緊
急
時
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

政
治
的
障
壁
を
越
え
た
技
術
的
協
調
お
よ
び
支
援
を
乞
う
こ
と
は
重

要
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

低
濃
度
汚
染
水
の
処
理
に
つ
い
て
は
近
隣
諸
国
か
ら
の
批
判
が
目

立
つ
。
中
国
の
「
環
球
時
報
」
は
四
月
六
日
、
汚
染
水
の
海
へ
の
放

出
に
つ
い
て
、
周
辺
国
の
同
意
を
得
る
べ
き
だ
と
の
社
説
を
出
し
、

日
本
国
内
で
汚
染
処
理
す
る
よ
う
求
め
た
。
一
二
日
に
は
温
家
宝
首

相
が
菅
総
理
あ
て
に
放
射
性
汚
染
水
の
放
出
に
懸
念
を
示
し
、
関
連

す
る
国
際
法
を
順
守
し
効
果
的
な
防
止
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
正

確
な
状
況
の
説
明
を
行
う
よ
う
要
請
し
た
。
韓
国
で
は
、
汚
染
水
問

題
対
応
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
設
置
し
、
情
報
共
有
と
国
際
法
と
の

関
係
を
点
検
す
る
と
し
た
。
ロ
シ
ア
か
ら
も
同
国
へ
の
影
響
は
明
ら

か
（
イ
ワ
ー
ノ
フ
副
首
相
）
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
た
。

　

な
お
、
右
記
の
国
際
法
に
つ
い
て
、
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院

の
西
本
特
任
講
師
（
国
際
法
・
海
洋
法
）
は
、
国
連
海
洋
法
条
約
に

は
今
回
の
事
態
に
直
接
対
応
す
る
よ
う
な
規
定
は
な
く
、
ま
た
ロ
ン

ド
ン
海
洋
投
棄
条
約
で
い
う
「
投
棄
」
の
適
用
に
も
当
た
ら
な
い
。

し
か
し
、
他
国
に
対
す
る
環
境
損
害
を
発
生
さ
せ
る
レ
ベ
ル
の
も
の

で
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
事
態
の
推
移
に
照
ら
し
て
「
実
行
可
能
な
最

善
の
手
段
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
国
際
社
会
に
十
分
に
説
明
す
る
必
要

が
あ
る
と
し
て
い
る
。
今
回
の
政
府
・
東
電
の
措
置
は
、
緊
急
時
の

判
断
と
は
い
え
、
国
際
的
な
説
明
が
不
足
し
た
点
で
問
題
を
残
す
で

あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
原
子
力
を
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

増
大
へ
の
最
大
の
施
策
と
し
て
き
た
こ
れ
ら
の
国
々
に
と
っ
て
は
、

き
わ
め
て
頭
の
痛
い
問
題
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
形
と
な
っ
た
。
ロ
シ

ア
の
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
二
五

周
年
の
犠
牲
者
追
悼
式
典
で
、
世
界
の
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安

全
性
強
化
に
向
け
て
国
際
的
な
法
制
シ
ス
テ
ム
を
創
設
す
る
な
ど
の

提
案
を
行
っ
た
。

米
・
仏
で
も
世
論
を
中
心
に
原
発
へ
の
不
満
高
ま
る

　

一
〇
四
基
の
原
発
を
持
つ
米
国
で
は
、
三
月
一
五
日
チ
ュ
ー
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
長
官
が
、「
米
国
内
の
原
子
力
発
電
所
は
厳
格
な
安
全
規

制
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
安
全
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
福
島
事
故
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を
教
訓
に
安
全
強
化
を
図
る
意
向
を
示
し
た
。
米
国
原
子
力
規
制

委
員
会
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
は
、
三
月
一
三
日
に
自
然
災
害
に
対
す
る
安

全
性
に
関
す
る
声
明
を
出
す
と
と
も
に
、
四
月
一
七
日
に
は
オ
バ

マ
大
統
領
か
ら
Ｎ
Ｒ
Ｃ
に
対
し
総
合
的
安
全
性
確
認
の
指
示
が
出

さ
れ
た
。
ま
た
Ｎ
Ｒ
Ｃ
を
監
督
す
る
上
院
環
境
・
公
共
事
業
委
員

会
委
員
長
は
、
Ｎ
Ｒ
Ｃ
に
対
し
国
内
の
原
子
力
発
電
所
が
破
壊
的

な
自
然
・
人
的
災
害
に
耐
え
う
る
能
力
を
有
す
る
の
か
評
価
す
る

よ
う
求
め
た
。
さ
ら
に
Ｎ
Ｒ
Ｃ
は
、
四
月
二
二
日
、
二
〇
一
二
年

に
一
七
発
電
所
（
二
二
基
）
を
対
象
に
地
震
リ
ス
ク
を
評
価
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
原
子
力
の
安
全
上
の
課
題
を
検
討
す

る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
、
七
月
を
目
途
に
短
期
・
長
期

に
分
け
た
評
価
を
実
施
す
る
と
し
た
。
こ
れ
に
は
、
全
電
源
喪
失
、

長
期
の
冷
却
機
能
喪
失
を
引
き
起
こ
す
要
因
、
対
応
策
、
非
常
時

対
応
な
ど
に
つ
い
て
の
評
価
を
含
む
。

　

三
月
二
九
日
、
マ
ー
キ
ー
下
院
議
員
は
、
Ｎ
Ｒ
Ｃ
が
福
島
事
故
の

教
訓
に
よ
る
規
制
見
直
し
を
完
了
す
る
ま
で
は
、
新
規
原
発
の
許
可

お
よ
び
既
存
原
発
の
運
転
延
長
許
可
発
給
を
停
止
す
る
と
い
う
法
案

を
提
出
し
た
。
本
法
案
に
は
一
四
日
間
稼
働
す
る
非
常
用
発
電
機
の

配
備
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
四
月
四
日
に
実
施
し
た
世
論
調
査
会

社
（
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
）
の
米
国
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
今

回
の
事
故
発
生
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
八
％
の
人
が
米
国
の
原
子
力

発
電
は
安
全
と
回
答
し
た
よ
う
で
あ
る
。
レ
ベ
ル
７
へ
の
変
更
に
つ

い
て
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
行
き
過
ぎ
た
変
更
で
あ
る

と
の
考
え
が
多
い
の
に
対
し
、
米
国
で
は
、
米
国
政
府
の
見
解
と
一

致
す
る（
ル
ー
ス
大
使
）
と
し
た
。
た
だ
し
米
国
メ
デ
ィ
ア
は
、
大

量
の
放
射
性
物
質
の
放
出
を
公
的
に
認
め
る
の
に
一
ヵ
月
を
要
し
た

点
を
取
り
上
げ
、
日
本
政
府
の
対
応
の
遅
さ
を
批
判
し
た（「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
」）。

　

一
方
、事
故
を
契
機
に
、日
本
の
原
子
力
施
設
の
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
脆
弱
さ
に
つ
い
て
も
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
米
国
に
お
い
て
9
・

11
以
降
全
電
源
喪
失
時
に
も
冷
却
操
作
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
措
置
と

訓
練
を
積
ん
で
き
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
ま
た
、
東
海
の
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
施
設
が
武
装
な
し
に
警
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
紙
な
ど
で
報
道
さ
れ
た
。

　

原
子
力
が
電
力
源
の
七
割
を
し
め
る
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
三

月
一
五
日
に
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
が
、「
フ
ラ
ン
ス
の
原
子
力
技
術
の

安
全
性
は
一
〇
倍
高
い
」な
ど
と
原
子
力
擁
護
の
発
言
を
行
っ
た
が
、

仏
公
共
意
見
協
会
が
三
月
三
一
日
～
四
月
一
日
に
約
八
〇
〇
名
を
対

象
に
実
施
し
た
世
論
調
査
で
は
、
左
派
支
持
者
の
九
割
、
右
派
（
与

党
）
支
持
者
の
六
六
％
が
原
子
力
発
電
の
削
減
を
希
望
す
る
結
果
が

出
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
同
大
統
領
は
国
際
的
な
安
全
基
準

の
策
定
を
訴
え
た
。
ま
た
米
国
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
は
す
ば
や
く
日
本
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支
援
を
掲
げ
た
。
日
本
の
対
応
の
遅
さ
を
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
け

ば
、
原
子
力
推
進
と
い
う
国
策
す
ら
危
う
く
な
り
か
ね
な
い
た
め
で

あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、米
仏
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
日
本
は
、

前
例
の
な
い
危
機
に
対
す
る
脆
弱
性
を
世
界
に
露
呈
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
な
る
。

　

イ
タ
リ
ア
で
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
以
来
、
原
発
廃
止
の
政

策
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、
原
子
力
ル
ネ
サ
ン
ス
の
流
れ
の
な
か
で

二
〇
一
三
年
ま
で
に
原
発
建
設
に
着
手
し
、
二
〇
年
に
運
転
再
開
が

予
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回
の
事
故
に
よ
り
原
子
力
再
開

計
画
を
事
実
上
無
期
限
に
凍
結
す
る
方
針
を
決
め
た
。
英
国
で
も
、

二
〇
一
八
年
以
降
の
運
転
を
目
指
し
新
規
原
発
建
設
計
画
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
ア
レ
バ
社
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
、
Ｇ
Ｅ
日
立

社
な
ど
の
原
子
炉
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
六
月
末
に
予

定
さ
れ
て
い
た
前
二
者
の
原
発
に
対
す
る
暫
定
許
可
を
先
送
り
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

自
国
に
特
化
し
た
安
全
対
策
で
は
不
十
分

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

は
、
世
界
的
な
原
子
力
平
和
利
用
促
進
の
潮
流
を
止
め
か
ね
な
い
重

大
な
事
象
で
あ
っ
た
。
原
子
力
平
和
利
用
の
存
続
は
、
今
後
い
か
に

事
故
を
収
束
さ
せ
、
社
会
的
受
容
性
の
あ
る
安
全
強
化
策
を
示
し
て

い
け
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

わ
が
国
で
は
、
原
子
力
安
全
に
関
わ
る
基
本
的
思
想
の
あ
り
方
に

立
ち
返
り
、
徹
底
的
に
議
論
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
日
本

が
国
際
社
会
に
対
し
て
と
る
べ
き
行
動
は
、
原
子
力
安
全
が
ま
さ
に

国
境
を
越
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
シ
ュ
ー
で
あ
る
こ
と
を
鑑
れ
ば
、
自

国
に
特
化
し
た
安
全
策
を
提
示
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
今

回
の
事
故
を
契
機
と
し
て
、
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
原
子
力
利
用
拡

大
を
前
に
、
す
べ
て
の
原
子
力
発
電
の
安
全
が
保
証
さ
れ
る
よ
う
な

対
策
の
構
築
に
む
け
た
国
際
的
取
り
組
み
を
、
他
の
原
子
力
先
進
国

と
と
も
に
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
上
述
の
原
子
力

専
門
家
の
提
案
で
あ
る
「
拘
束
力
や
強
制
検
査
権
の
あ
る
国
際
規
制

機
関
に
よ
る
検
証
」
や
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
提
案
を
含
め
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
を

中
心
に
原
子
力
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
安
全
（safety

）」、さ
ら
に
は
、

以
前
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
「
核
不
拡
散

（safeguards

）」「
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ（security

）」対
策
を
含
め
た
、

い
わ
ゆ
る
原
子
力
３
Ｓ
の
保
証
を
担
保
す
る
強
固
な
国
際
体
系
の
構

築
が
強
く
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
後
に
、今
回
の
事
故
で
は
、

日
本
の
国
際
社
会
へ
の
情
報
発
信
の
貧
弱
さ
が
目
立
っ
た
。
抜
本
的

な
見
直
し
・
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。
■




